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福
縁

■
宗
祖
法
然
上
人
は
、
平
安
時
代

後
期
、
丞
安
５
年（
１
１
７
５
）
に

浄
土
宗
を
開
か
れ
ま
し
た
。

時
に
法
然
上
人
43
歳
の
こ
と
で
し

た
。

令
和
６
年（
２
０
２
４
）
は
八
百
五

十
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
浄
土
宗
に
は
日
本
国
内
に
８
つ

の
総
大
本
山
が
あ
り
ま
す
。
総
本

山
の
知
恩
院
、
大
本
山
に
東
京
芝

増
上
寺
、
京
都
に
金
戒
光
明
寺
、

百
萬
遍
知
恩
寺
、
清
浄
華
院
、
福

岡
県
の
善
導
寺
、
神
奈
川
県
の
光

明
寺
、
長
野
県
の
善
光
寺
な
ど
で

す
。
そ
れ
と
特
別
寺
院
と
し
て
、

法
然
上
人
が
お
生
ま
れ
に
な
っ
た

岡
山
県
の
誕
生
寺
が
あ
り
ま
す
。

■
総
本
山
、
大
本
山
、
特
別
寺
院

で
は
開
宗
八
百
五
十
年
を
記
念
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。

■
増
上
寺
に
お
い
て
は
、
諸
堂
内

整
備
と
し
て
、

・
三
解
脱
門
解
体
修
理

・
大
殿
屋
根
瓦
総
葺
き
替
え

・
大
殿
耐
震
整
備
、
経
蔵
、
大
門
、

旧
方
丈
門
改
修
並
び
に
会
館
設
備

更
新
事
業
な
ど
計
画
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、

■
鎌
倉
の
光
明
寺
に
お
い
て
は
、

・
本
堂
の
修
理
工
事

・
客
殿
の
建
設

・
諸
堂
宇
の
改
修
な
ど
計
画
、
一
部    

　

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

▼
春
の
彼
岸
法
要

　
・
３
月
20
日 

　
・
午
後
２
時

▼
法
然
上
人
ご
生
誕
日

　
・
４
月
７
日

▼
釈
迦
ご
生
誕
日

　
・
４
月
８
日　

　
・
午
前
９
時

▼
お
盆

　
・
８
月
13
日
〜
16
日

▼
秋
の
彼
岸
会
法
要

　
・
９
月
23
日 

　
・
午
後
２
時

▼
施
餓
鬼
会
法
要

　
・ 

11
月
７
日

　
・
午
後
２
時

▼
除
夜
の
鐘

　
・
12
月
31
日

　
・
午
後
11
時
30
分

今年の
主な行事
ご案内

浄
土
宗
開
宗
八
百
五
十
年

―

お
念
佛
か
ら
は
じ
ま
る
幸
せ―

二
〇
二
四
年
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五
如
来
幡
と
は
施
餓
鬼
幡
と
い

う
。
布
又
は
木
製
の
も
の
が
あ

る
。
本
堂
の
外
陣
の
祭
壇
の
正

面
奥
に
奉
安
す
る
。
祭
壇
に
向

か
っ
て
右
か
ら
宝
勝
・
妙
色

身
・
甘
露
王
・
広
博
身
・
離
怖

畏
如
来
の
順
に
奉
安
す
る
。（
中

略
）
五
如
来
の
名
号
を
唱
え
る

こ
と
で
一
切
餓
鬼
等
の
罪
が
滅

せ
ら
れ
福
が
生
じ
る
。
五
色
の

幡
に
す
る
と
き
は
、
上
か
ら
青

（
緑
）・
黄
・
赤
・
白
・
黒
（
紫
）

の
順
に
す
る
。（
浄
土
宗
大
辞
典

よ
り
）
写
真
の
五
如
来
幡
は
先

代
の
永
井
舜
誠
和
尚
が
書
い
た

も
の
、
破
損
が
激
し
く
、
甲
府

の
機
山
堂
に
裏
打
ち
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

　
長
寿
院
で
は
毎
年

十
一
月
第
二
日
曜
日

施
餓
鬼
法
要
を
行
っ

て
い
ま
す
。
組
内
の

ご
住
職
の
ご
随
喜
を

頂
き
、
お
檀
家
さ
ん

に
も
ご
参
列
頂
い
て

お
り
ま
す
。
今
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
他
の
寺

院
も
住
職
の
み
で

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
長
寿
院
も

住
職
の
み
で
行
い
ま
し
た
。

年
忌
を
迎
え
ら
れ
る
家
は
本
堂
内

に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

◆
ご
法
事
の
お
申
し
込
み

な
る
べ
く
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
墓
は
大
切
な
ご
先
祖
様
が
祭

　
ら
れ
て
い
る
場
所
で
す
。

　
環
境
保
全
に
ご
協
力
お
願
い
し

　
ま
す
。

行
く
年
来
る
年

　
今
年
は
感
染
症
防
止
の
た
め
一

般
の
方
の
参
詣
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。
総
本
山
知
恩
院
の「
除
夜
の

鐘
」
もY

ouT
ube

だ
け
で
配
信

さ
れ
ま
し
た
。長
寿
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
配
信
を
リ
ン
ク
し
て
、
み
ん

な
で
見
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

除
夜
の
鐘
　

　
知
恩
院
の
鐘
と
コ
ラ
ボ

せ　

が　

き 
ば
た

げ 

じ
ん

さ
い
だ
ん

ほ
う
し
ょ
う
み
ょ
う
し
き

し
ん

か
ん 

ろ  

お
う

こ
う
ば
く
し
ん

り　

ふ

い  

に
ょ
ら
い

◆
令
和
三
年
年
回
表

　
　
　
　
　
令
和
二
年

　
　
　
　
　
令
和
元
年

　
　
　
　
　
平
成
三
十
一
年

　
　
　
　
　
平
成
二
十
七
年

　
　
　
　
　
平
成
二
十
一
年

　
　
　
　
　
平
成
十
七
年

　
　
　
　
　
平
成
十
一
年

　
　
　
　
　
平
成
七
年

　
　
　
　
　
平
成
元
年

　
　
　
　
　
昭
和
六
十
四
年

　
　
　
　
　
昭
和
六
十
年

　
　
　
　
　
昭
和
五
十
四
年

　
　
　
　
　
昭
和
五
十
年

施餓鬼法要

◆

五
如
来
幡

ご
　
に
ょ
　
ら
い
　
ば
た

一

周

忌

三

回

忌

七

回

忌

十
三
回
忌

十
七
回
忌

二
十
三
回
忌

二
十
七
回
忌

三
十
三
回
忌

三
十
七
回
忌

四
十
三
回
忌

四
十
七
回
忌  


